
新幹線でがんばる町 隔⽉刊 Vol.3
平成25年5⽉≡⽊古内EXPRESS≡

平成24年7⽉から活動を開始した⽊古内町
の地域おこし協⼒隊『はやぶさ０３』が、平
成27年度末の新幹線⽊古内駅開業に向けての
様々な取り組み状況などを、町内外の皆様に
お知らせします。

⽊古内EXPRESS H2505.Page1             北海道 ⽊古内町役場 まちづくり新幹線課 新幹線振興室 Tel:(01392)2-3131/Fax:(01392)2-3622 

↑マップ(左)と中吊り広告(右) JR北海道-函館管区の列⾞内で掲⽰中

エ ク ス プ レ スき こ な い

ぶらり“鉄まち⽊古内”の旅が始まる
古くから鉄道の要衝として発展してきた⽊古内。

今後、新幹線開業や江差線（⽊古内〜江差間）廃
⽌に向けて、来訪が増すと考えられる鉄道愛好家
の⽅々にまちの魅⼒を堪能していただきたいとの
思いから、「ぶらり“鉄まち（＝鉄道のまち）⽊
古内”の旅」と題して、⽊古内周辺の鉄道に関す
るスポットを歩いていただく企画をスタートしま
した。今後、JR⾞内の中吊りや、パンフレット配
布などによりPRしていきます。

⽊古内観光アクションプランとは？
⽊古内町では平成27年度開業予定の北海道新幹線に

向けて、「⽊古内観光の魅⼒向上」を推進すべく、昨
年12⽉に「⽊古内観光アクションプラン」を策定しま
した。町⺠が新幹線⽊古内駅開業という「感動」を分
かち合うと共に、訪れる観光客に「感動」を与えるよ
うな魅⼒あふれる観光地づくりを⾏なうため、⽊古内
町と関係機関が進める計画です。別名を「⽊古内感動
戦略」と⾔います。

ー ⽊古内観光の魅⼒向上に向けてー
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「まち歩き・商店街部会」が本格始動！
ー魅⼒ある新幹線観光の推進に向けてー

⽊古内観光の魅⼒向上のために策定された「⽊古内観光アク
ションプラン」。プランを推進する部会の内の⼀つで、観光客を
「まち歩き」や「商店街」へ誘導し町の活性化につなげることを
目的とした『まち歩き・商店街部会』の第2回部会が、4⽉17⽇に
⽊古内町役場で開催され、商⼯会や駅前中央商店街組合など関係
団体から約20名が出席しました。

会議ではまず、部会⻑として商⼯会副会⻑の近藤公さんが選任
されました。その後、今後のスケジュールやまち歩きコース等に
ついて、活発に意⾒交換を⾏ない、まずフィールドワークから始
めることや、ガイドが有効だという話題から発展して、5⽉開催の
サラキ岬チューリップフェアへ来場する⼀般観光客に向けて、駅
前商店街のまち歩きガイドを5⽉4⽇に実施することなどが確認さ
れました。

←部会では
「街路に寒
中みそぎに
ちなんだ名
称を付ける
のはどう
か」などの
意⾒が出ま
した。

→まち歩きガ
イドを先⾏テ
ストしていた
「はやぶさ
03」の津⼭
さん(右)が、
ビデオで事例
を発表しまし
た。

↑アクションプランの推進組織(現時点でのイメージ)



www.facebook.com/kikonai.hayabusa03
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私たちが記事を書いてます

観光客のまちなか回遊を推進！「まち歩き・商店街部会⻑」に伺う

弘前市で観光の⻑期研修を実施

ー 特集新幹線でがんばる⼈たちー

エ ク ス プ レ スき こ な い

津⼭ 睦浅⾒ 尚資

⽊古内町 地域おこし協⼒隊
新幹線地域活性特命チーム

《 はやぶさ０３ 》
（はやぶさスリー と読みます)

フェイスブックで情報発信中

道南⻄部９町の魅⼒や、
私たち“はやぶさ０３”の
活動をお知らせするため
にfacebookページを開設
しています。facebookに
未登録でも閲覧できます。

⽊古内町 新幹線地域活性特命チーム はやぶさ０３

ー 観光先進地から成功事例を学ぶー

⽊古内への思い
を熱く語る、ま
ち歩き・商店街
部会
部会⻑
近藤 公さん

今後については「部会メンバー以外の⽅々にもフィー
ルドワークに参加して頂き、⼀緒に歩いて⼀緒に感じる
ことにより、外から⽊古内に来るお客様に対して、⽊古
内の思いを伝えることができるようになれば」とおっ
しゃると共に「町⺠に限らず、いつでも意⾒や情報が欲
しい。今後、より意⾒を出しやすくするために、具体的
な問いかけをするよう⼼掛けたい」と、内外の⼒を結集
した魅⼒ある『まち歩き』の推進に強い意欲を⽰されま
した。

⽊古内町の「はやぶさ０３」
は道南⻄部9町全体の観光コン
シェルジュを目指して活動して
います。その活動の⼀環として、
観光の様々な取り組みが全国か
ら注目を集めている、⻘森県弘
前市の「弘前観光コンベンショ
ン協会」に協⼒を仰ぎ、3⽉7⽇
から1週間、観光の研修を受けて
きました。

観光案内とは何か？、弘前市
の観光が成功しているのはなぜ
か？、広域連携は何をすべき
か？、などについて学びつつ、
⼈気コンテンツの「路地裏探偵
団」を体験したり、弘前のコ
ミュニティFMにも急遽出演して
9町をPRするなど、濃密な1週間
を過ごしました。

↑ 弘前市観光コンシェ
ルジュの村岡さん(右)か
ら情報の整理⽅法を学ぶ、
⽊古内町観光コンシェル
ジュ⾒習いの浅⾒(左)

弘前市では従来型の観光
スタイルから転換を図るた
め、早くから「明確なコン
セプト」の策定と、「オー
プンなアイディア出しの
場」づくりを⾏なってきま
した。その結果、お城と桜
に依存し過ぎない観光コン
テンツがいくつも⽣まれ、
積雪量の多い地域でありな
がら、四季を通じて観光を
楽しめるようになりました。

我々はこの成功事例を真
摯に学ぶと共に、⽊古内な
らではのスタイルを早期に
確⽴することで、新幹線開
業当初から最大限の効果を
得られるよう取り組みを進
めていきます。

弘前観光コンベンション
協会の坂本事務局⻑を始め、
弘前市の皆様には大変お世
話になりました。厚く御礼
を申し上げます。

facebookで無料のアカウント登録を
すると、「いいね！」ボタンを押したり、
記事に対してコメントを記⼊したり、
facebookユーザー間でコミュニケー
ションすることもできます。交流が自然
と広がっていくので⾯⽩いですよ。

↑ 部会で議題を進⾏
する近藤部会⻑(右)

新幹線観光の推進に向けた重要な戦略を担う「ま
ち歩き・商店街部会」。この度、同部会の部会⻑に
就任された近藤公さんに抱負を伺いました。

近藤部会⻑は「部会で⽊古内の魅⼒を磨き上げる
ことを通じて、観光客はもちろん町⺠も⽊古内の
ファンになって欲しい。そして町内外の⼈々の交流
を深めて、より⽊古内に⾜を運んでもらうようにな
るのが、新幹線開業に結び付いた⼀つのゴールだと
思う」と構想を語ってくれました。

まち歩きについて伺うと「⽊古内
は『寒中みそぎ祭り』で有名。是非
みそぎ浜で海に⼊って津軽海峡の潮
の流れを感じると共に、夜の散歩で
波の⾳が聞こえる海の近さを体感し
て欲しい」と⽊古内の魂について
語った上で、「まち歩きが終わった
ら、近所の寿司屋で⼣陽を感じなが
らビールを⼀杯というのもいいじゃ
ないですか」と具体的な楽しみ⽅に
まで話が及びました。

↑ 弘前観光の標題


